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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 温 度 で 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 温 度 で 半 導 体 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 半 導 体 膜 に 金 属 元 素 を 添 加 し 、
　 前 記 金 属 元 素 が 添 加 さ れ た 前 記 半 導 体 膜 に 第 ３ の 温 度 で 熱 処 理 を 行 っ て 結 晶 質 半 導 体 膜
を 形 成 す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 温 度 を 、 前 記 第 １ の 温 度 お よ び 前 記 第 ２ の 温 度 よ り 高 く す る こ と に よ り 、 前
記 絶 縁 膜 の 応 力 を 増 大 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ の 温 度 で 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 温 度 で 半 導 体 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 半 導 体 膜 に 金 属 元 素 を 添 加 し 、
　 前 記 金 属 元 素 が 添 加 さ れ た 前 記 半 導 体 膜 に 第 ３ の 温 度 で 熱 処 理 を 行 う こ と に よ 記 絶
縁 膜 の 応 力 を 増 大 さ せ て 結 晶 核 の 生 成 密 度 が 増 加 さ れ た 結 晶 質 半 導 体 膜 を 形 成 す る 半 導
体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 温 度 は 、 前 記 第 １ の 温 度 お よ び 前 記 第 ２ の 温 度 よ り 高 い こ と を 特 徴 と す る 半
導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　
　
　
　

り 前
、

第 １ の 温 度 で 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 温 度 で 半 導 体 膜 を 形 成 し 、
前 記 半 導 体 膜 に 金 属 元 素 を 添 加 し 、
前 記 金 属 元 素 が 添 加 さ れ た 前 記 半 導 体 膜 に 第 ３ の 温 度 で 熱 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 前 記

絶 縁 膜 の 応 力 を 増 大 さ せ て 結 晶 核 の 生 成 密 度 を 増 加 さ せ 、 粒 径 が ２ ０ ～ ６ ０ μ ｍ の グ レ イ



　

【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ の 温 度 で 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 温 度 で 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 第 ３ の 温 度 で 半 導 体 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 半 導 体 膜 に 金 属 元 素 を 添 加 し 、
　 前 記 金 属 元 素 が 添 加 さ れ た 前 記 半 導 体 膜 に 第 ４ の 温 度 で 熱 処 理 を 行 っ て 結 晶 質 半 導 体 膜
を 形 成 す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 温 度 は 、 前 記 第 ４ の 温 度 よ り 高 く 、
　 前 記 第 ４ の 温 度 を 、 前 記 第 ２ の 温 度 お よ び 前 記 第 ３ の 温 度 よ り 高 く す る こ と に よ り 、 前
記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 応 力 を 増 大 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 温 度 で 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 温 度 で 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 第 ３ の 温 度 で 半 導 体 膜 を 形 成 し 、
　 前 記 半 導 体 膜 に 金 属 元 素 を 添 加 し 、
　 前 記 金 属 元 素 が 添 加 さ れ た 前 記 半 導 体 膜 に 第 ４ の 温 度 で 熱 処 理 を 行 う こ と に よ 記 第
２ の 絶 縁 膜 の 応 力 を 増 大 さ せ て 結 晶 核 の 生 成 密 度 が 増 加 さ れ た 結 晶 質 半 導 体 膜 を 形 成 す
る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 温 度 は 、 前 記 第 ４ の 温 度 よ り 高 く 、
　 前 記 第 ４ の 温 度 は 、 前 記 第 ２ の 温 度 お よ び 前 記 第 ３ の 温 度 よ り 高 い こ と を 特 徴 と す る 半
導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　
　
　
　
　

　
　

【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に お い て 、 前 記 絶 縁 膜 は 、 窒 素 を 含 む 膜 と す る こ と を 特
徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ４ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 に お い て 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 は 、 窒 素 を 含 む 膜 と す る こ
と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 の い ず れ か 一 項 に お い て 、 前 記 結 晶 質 半 導 体 膜 に 形 成 さ れ る グ
レ イ ン の は 、 ２ ０ ～ ６ ０ μ ｍ こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
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ン を 有 す る 結 晶 質 半 導 体 膜 を 形 成 す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
前 記 第 ３ の 温 度 は 、 前 記 第 １ の 温 度 お よ び 前 記 第 ２ の 温 度 よ り 高 い こ と を 特 徴 と す る 半

導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

り 前
、

第 １ の 温 度 で 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 温 度 で 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 第 ３ の 温 度 で 半 導 体 膜 を 形 成 し 、
前 記 半 導 体 膜 に 金 属 元 素 を 添 加 し 、
前 記 金 属 元 素 が 添 加 さ れ た 前 記 半 導 体 膜 に 第 ４ の 温 度 で 熱 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 前 記

第 ２ の 絶 縁 膜 の 応 力 を 増 大 さ せ て 結 晶 核 の 生 成 密 度 を 増 加 さ せ 、 粒 径 が ２ ０ ～ ６ ０ μ ｍ の
グ レ イ ン を 有 す る 結 晶 質 半 導 体 膜 を 形 成 す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、

前 記 第 １ の 温 度 は 、 前 記 第 ４ の 温 度 よ り 高 く 、
前 記 第 ４ の 温 度 は 、 前 記 第 ２ の 温 度 お よ び 前 記 第 ３ の 温 度 よ り 高 い こ と を 特 徴 と す る 半

導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 １ 、 ２ 、 ４ 又 は ５
粒 径 で あ る
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